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○
「
配
偶
者
」に
は
、
婚
姻
の
届
出
を
し

て
い
な
い
い
わ
ゆ
る
事
実
婚
の
配
偶

者
も
含
み
ま
す
。
男
性
、
女
性
の
別

を
問
い
ま
せ
ん
。
離
婚
後(

事
実
上
離

婚
と
同
様
の
事
情
も
含
む)

も
引
き
続

き
暴
力
を
受
け
る
場
合
を
含
み
ま
す
。

○
「
暴
力
」は
、
身
体
に
対
す
る
暴
力
や

心
身
に
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
す
言
動

を
指
し
ま
す
。
な
お
、
保
護
命
令
に

関
す
る
規
定
な
ど
は
、
身
体
に
対
す

る
暴
力
だ
け
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
設
置
は
都
道
府
県
に
限

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
改
正
で
、

市
町
村
で
も
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動

①
相
談
・
相
談
機
関
の
紹
介

②
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

③
被
害
者
や
同
伴
者
の
一
時
保
護(

一
時

保
護
は
婦
人
相
談
所
が
行
う)

④
被
害
者
の
自
立
生
活
促
進
の
た
め
の

就
業
促
進
、
住
宅
確
保
、
援
護
な
ど

に
関
す
る
情
報
提
供
、
助
言
、
関
係

機
関
と
の
連
絡
調
整
、
そ
の
ほ
か
の

援
助

「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
」と
は

配
偶
者
暴
力
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

改
正
の
ポ
イ
ン
ト

「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の

保
護
に
関
す
る
法
律
」が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
、
配
偶
者
か
ら
の
暴

力
に
関
す
る
通
報
や
相
談
、
保
護
、

自
立
支
援
な
ど
の
体
制
を
整
備
し
、

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
や
被
害

者
の
保
護
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
も
の
で
、
平
成
13
年
10
月
に
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
こ
れ
ま
で
で
は
対
応
で
き

な
か
っ
た
事
例
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
に
改
正
さ
れ
、
平
成
16
年
12
月
２

日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

許
さ
な
い

女
性
に
対
す
る
暴
力
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⑤
保
護
命
令
制
度
利
用
の
情
報
提
供
、

助
言
、
関
係
機
関
へ
の
連
絡
、
そ
の

ほ
か
の
援
助

⑥
被
害
者
を
居
住
さ
せ
保
護
す
る
施
設

の
利
用
の
情
報
提
供
、
助
言
、
関
係

機
関
と
の
連
絡
調
整
、
そ
の
ほ
か
の

援
助

被
害
者
が
、
配
偶
者
か
ら
の
身
体
に

対
す
る
暴
力
に
よ
り
、
そ
の
生
命
や
身

体
に
重
大
な
危
害
を
受
け
る
お
そ
れ
が

配偶者からの暴力被害者支援情報サイト
http://www.gender.go.jp/e-vaw/index.htm

大
き
い
と
き
に
、
裁
判
所
が
被
害
者
か

ら
の
申
立
て
に
よ
り
、
加
害
者(

事
実
婚

や
元
配
偶
者
を
含
む)

に
対
し
発
す
る
命

令
で
、
接
近
禁
止
命
令
と
退
去
命
令
が

あ
り
ま
す
。

○
接
近
禁
止
命
令

加
害
者
に
、
被
害
者(

被
害
者
と
同
居

の
未
成
年
の
子
も
可)

の
身
辺
へ
の
つ
き

ま
と
い
や
、
住
居
・
職
場
な
ど
の
近
く

を
は
い
か
い
す
る
こ
と
を
６
か
月
間
禁

止
す
る
も
の
。
再
度
の
申
立
て
も
可
能
。

○
退
去
命
令

被
害
者
と
加
害
者
が
、
生
活
の
本
拠

を
共
に
す
る
場
合
、
加
害
者
に
、
２
か

月
間
、
住
居
か
ら
の
退
去
や
住
居
の
付

近
の
は
い
か
い
の
禁
止
を
命
じ
る
も
の
。

再
度
の
申
立
て
も
可
能
。

※
命
令
違
反
は
、
１
年
以
下
の
懲
役
か

百
万
円
以
下
の
罰
金

次
の
こ
と
が
、
明
文
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
国
に
よ
る
基
本
方
針
や
都
道
府
県
に

よ
る
基
本
計
画
の
策
定

○
被
害
者
の
自
立
支
援
の
明
確
化

○
警
察
本
部
長
な
ど
の
援
助

○
苦
情
の
適
切
で
迅
速
な
処
理

○
国
籍
、
障
害
の
有
無
な
ど
を
問
わ
な

い
人
権
の
尊
重

被
害
に
あ
っ
た
と
き
、「
自
分
の
態
度

が
悪
い
か
ら
…
」と
自
分
を
責
め
な
い
で

く
だ
さ
い
。
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
、

暴
力
を
ふ
る
う
方
が
悪
い
の
で
す
。
決

し
て
あ
な
た
の
せ
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
や
身
近
な
人
が
悩
ん
で
い
た
ら
、

１
人
で
悩
ま
ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
室
へ

保
護
命
令

そ
の
ほ
か
の
改
正
点

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

「女性に対する暴力」の相談窓口　※いずれも無料で秘密は守られます 

主な相談機関 電話番号 相談日時 

岡垣町女性のための悩みごと相談 
（面接相談） 
 

福岡県男女共同参画センター 
「あすばる」 

北九州市立男女共同参画センター 
「ムーブ」 
 

福岡県遠賀保健福祉環境事務所 

福岡県配偶者からの暴力相談電話 

ミズ・リリーフ・ライン 
（県警の被害者相談電話） 

火曜～日曜日　 
午前9時30分～午後4時 

月曜～金曜日 
午前8時30分～午後5時15分 

月曜～金曜日 
午前8時30分～午後5時15分 

月曜～金曜日　午後5時15分～午前零時 
土曜・日曜・祝日　午前9時～午前零時 

火曜～日曜日　 
午前10時～午後5時 
金曜は午後1時～午後8時 
 

偶数月の第3火曜日 
午前10時～午後2時 

282－1211 
（予約電話） 

 

092－584－1266

583－3331 
583－3663

201－4161

092－716－0424

092－632－7830

※緊急の場合は、折尾警察署1691－0110や110番に連絡してください 



岡垣町交通安全指導員の有村幸男さん(野間
一区)、石井要祐さん(新海老津区)、大野貞之さ
ん(緑ケ丘区)、於保日照さん(東松原区)、國俊
精一さん(高塚区)、刀根重弘さん(吉木区)、廣
渡澄子さん(旭中区)の７人が、交通事故防止活
動を積極的に実践し、その功績が顕著である個
人を表彰する、｢交通事故をなくす福岡県県民
運動本部長(福岡県知事)表彰｣を受賞しました。
花田仁さん(西黒山区)有村さん、は、長年の交
通安全推進の多大な功績により、全日本交通安
全協会長表彰「緑十字銅賞」を受賞し、刀根さん
は、長年交通安全に献身的に尽力した功労者が
表彰される｢九州管区警察局長・九州交通安全
協会長連盟表彰｣も受賞しました。

交通安全功労者表彰受賞

台風被害による野菜などの品不足の影響
もあり、地元で採れた野菜・果物は、あっ
という間に売り切れていました。イベント
コーナーでは、親子で50メートルまきず
しチャレンジや魚のつかみどりなどもあ
り、生産者と地域住民とが一緒になって楽
しみました。好天にも恵まれ、多くの来場
者でにぎわいました。

元気の源、
おんが・中間の恵
11/21芦第39回遠賀・中間地区
農業祭(芦屋競艇場)

岡垣町青少年問題協議会委員や青少年補導員、
各小中学校PTA会長などが参加しました。講師の
北九州少年サポートセンターの大月祥子さんが、
現代の子どもたちがおかれている状況について、
事例を交え、子どもたちの非行を防止するには地
域や周囲の大人の目が必要だと話しました。10
月までの補導活動の報告や活動の説明もあり、今
後の補導活動に活かされるよう期待します。

子どもの健全育成を願って
11/15第２回岡垣町青少年補導員研修会

▲皆さん熱心に聴いていました
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▲自慢の野菜・果物は、大人気でした

▲写真上段左から、花田仁さん、有村幸男さん、廣渡澄子さん、於保日照さん、
大野貞之さん、下段左から、石井要祐さん、刀根重弘さん、國俊精一さん



毎日のお仕事
ごくろうさまです

福祉活動で
県知事表彰受賞

大切な税、もっとよく知ろう

大野 さん(戸切百合野区)が、平成
16年福岡県福祉大会で、県知事表彰
を受賞しました。この表彰は、地域
社会の福祉の向上や社会福祉の発展
に寄与した人に贈られ、大野さんは、
長年民生委員・児童委員として活動
し、その功績が特に顕著であり、模
範となると認められたものです。

この表彰は、標語を通じて税務行政を正しく理解してもらうために中
学生を対象に行っています。受賞者は、｢うれしいです。これを機会に
税のことをもっとよく知ろうと思いました｣と感想を述べてくれました。

中部保育所と第一幼稚園の元気な子ど
もたちが、勤労感謝の職場訪問に訪れま
した。元気のいい子どもたちのおかげで、
疲れを忘れることができた一日となりま
した。

勤労感謝の職場訪問

▲

▲樋 町長と第一幼稚園の子どもたち

▲受賞おめでとうございます

十時教育長と中部保育所の子どもたち
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《税に関する中学生の標語》 

《中学生の税についての作文》 

各賞 

各賞 

中学校名 

中学校名 

名前 

名前 題名 

標語 

若松税務署長賞 

福岡国税局管内納税貯蓄組合連合会長賞 
若松納税貯蓄組合連合会会長賞 
若松税推進協議会会長賞 
団体表彰 

岡垣 

岡垣 中里　大介 僕にとっての税とは 
税を調べて 
私たちの暮らしを守る税金 

榎本　雄一 
木原　　修 

岡垣 

岡垣中学校 
岡垣東 

中里　紗記 納めた税　明るい未来へ　１歩ずつ 
見渡せば　たくさんあるよ　税のあと 
あなたの税　この世を支える　立役者 
身の周り　ふと目につくもの　貴方の税 
笑顔咲く　あなたのそばに　ほら税金 
私達の税金は　未来への　バトンパス 

川崎　利枝 
中村　圭吾 
酒匂　香奈 

山本　沙織 
　崎　真実 

岡垣東 

岡垣東 

岡垣 
岡垣町長賞 



地球温暖化。私たちにできることは？

(有)ビスネット代表の久留百合子さん
が、社会問題となっている地球温暖化に
ついて講演しました。このまま温暖化が
進むと将来の地球環境がどうなるのか、
私たちの生活にどう関わってくるのかな
ど、クイズ形式を交えながらの話に、訪
れた人からは、｢環境問題は大きな問題
だが、一人の力が大きな力になっていく
ことが分かりました｣という感想が寄せ
られました。

12月３日に街頭啓発、５日には岡垣サ
ンリーアイで、岡垣町人権講演会を行い
ました。講演会では、内浦小学校の５･６
年生が、人権劇「幸せって何？－28人の
幸せの授業－」を発表し、会場をあたた
かい気分にしてくれました。
町では、だれもが伸び伸びと、幸せに

暮らせる社会をつくるために、家族や地
域のみなさんと人権について考え、人権
が守られる町にするために、町民一人ひ
とりの人権尊重の意識の向上に取り組ん
でいます。

国際交流員のアドリアナさんのクリスマ
ス・パーティーに、87人が参加しました。オ
ーストラリアのクリスマスを体験してもらう
ために、クリスマスに飲む「エッグノッグ」と
いう飲み物を作ってみんなで乾杯しました。
オーストラリアのクリスマスは夏なので、サ
ンタクロースは赤Ｔシャツとサーフパンツに
サングラスをかけ、サーフボードをトナカイ
が引っ張って登場し、みんなをびっくりさせ
ました。ゲームやサルサ、みんなが作ってき
た料理でとても楽しい時間を過ごすことがで
きました。

育てよう　一人ひとりの人権意識
12/４～10人権週間

12/5クリスマスパーティー(中央公民館)

11/26環境問題講演会(岡垣サンリーアイ)

オーストラリア流クリスマス・パーティー

▲素晴らしい人権劇でした

▲ 来場したみなさん
は、○×クイズに
参加しました

▲

ツリーをみんなで飾り
ました

▲

サンタクロースが子どもたち
に勉強を頑張っていますか？
お手伝いをたくさんしていま
すか？と質問しました
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10月23日に発生した新潟県中越地震の被災者支援のため、町を上げて取り組み、町から
30万円の義援金を日本赤十字社新潟県支部に送りました。また、街頭募金活動や、公共施
設７か所へ募金箱を設置し、広く募金を呼びかけました。
みなさんの温かい協力で、義援金は、11月末までに305万8582円寄せられました。これ
も災害復興に役立つように、日本赤十字社新潟県支部へ送ります。義援金は、多くの個
人・団体から寄せられましたが、ここでは団体を紹介します。
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▲岡垣第一幼稚園

▲岡垣中央幼稚園 ▲えびつ幼稚園

ありがとうございます！
新潟県中越地震災害義援金

岡垣町消防団ＯＢさつき会
遠賀中間医師会岡垣支部
岡垣町建設業協同組合
岡垣町管工事センター協同組合
遠賀歯科医師会岡垣支部
日本傷痍者更生会
遠賀信用金庫岡垣支店
高尾区
岡垣町老人クラブ連合会
岡垣町消防団
岡垣町役場職員互助会
南山田区
岡垣町役場課長会
戸切小学校ＰＴＡ

まつり岡垣実行委員会
岡垣町観光協会
松ヶ台町内会
野間カラオケ同好会
岡垣町職員労働組合
岡垣中央幼稚園
成田山不動寺
岡垣第一幼稚園
経王山妙教寺
ボランティア団体ＬＴＮ
遠賀信用金庫本部職員一同
山田小学校教職員・ＰＴＡ
海老津区
岡垣町役場係長会

西日本シティ銀行
金光教岡垣教会
医療法人成晴会堤病院
堤病院職員一同
高倉苑職員一同
岡垣町農業委員会
糠塚同行一同
高陽区
岡垣東中学校生徒会
福岡銀行岡垣支店
えびつ幼稚園
岡垣青空市場
岡垣町花咲商店街組合
龍王団地区

岡
垣
東
中
学
校

▲

（順不同、敬称略）
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高齢者の防犯を学習

平成塾では、11月22日に東部公民館で、高齢者被害犯罪の
実態と防止対策について研修しました。九州経済産業局消費経
済係長の広重晋司さんの、おれおれ詐欺や悪徳業者による犯罪
といった、高齢者が被害に遭いやすい犯罪の講義を、熱心に聴
きました。自分自身や周囲の人が被害に遭わないために活用し
たいと思います。

参加する人も読む人もみんな友達。このコ
ーナーでひとつになって楽しもう！「どくし
ゃの私書箱」は、そんな願いを込めた読者の
ページです。
楽しかったこと、悲しかったことから地域

の活動まで、また、イラスト・4コマまんが・
俳句・川柳などの作品もお待ちしています。
応募先／〒811-4233

岡垣町野間1丁目1番1号
岡垣町役場地域づくり課
広報「どくしゃの私書箱」係

※応募はがきに「住所・氏名（紙上匿名も可）・年
齢・電話番号」をお忘れなく

放
た
れ
て
鶏
の
一
声
天
高
し神

谷
　
博
之

穂
か
ら
穂
へ
風
送
り
た
る
芒
か
な

石
田
　
　
実

波
音
の
く
れ
ゆ
く
岬
野
紺
菊横

尾
　
淑
子

捕
わ
れ
し
子
熊
の
眼
秋
澄
め
り

白
木
恵
美
子

窓
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
菊
日
和

神
谷
　
香
代

被
災
地
に
余
震
続
き
て
霜
き
び
し

中
村
　
鶴
子

珍
芸
の
猿
に
投
銭
秋
ま
つ
り橋

本
貴
美
子

光
陰
の
十
一
月
と
な
り
に
け
り

久
留
美
智
子

路
面
ま
で
店
拡
げ
た
る
秋
野
菜

小
田
　
定
紀

隠
沼
の
一
辺
石
蕗
の
花
あ
か
り

石
岡
　
俊
子

小
春
日
や
坂
道
登
る
老
犬
と大

野
　
亮
子

龍
神
の
潮
吹
く
岩
や
芒
原

力
丸
ツ
ヤ
子

晩
年
の
最
晩
年
の
寒
さ
か
な内

田
ふ
さ
ゑ

吉木小学校が学校安全文部科学大臣表彰受賞

吉木小学校では、平成14年に学
校・保護者・地域が連携して、学
校・地域防犯ネットワークを発足
し、児童の防犯避難訓練や防犯・交
通安全教室、地域ぐるみでの防犯大
会・防犯パレード、防犯講演会など
に取り組みました。警察庁による子
ども緊急通報装置の設置や子ども
110番の家とその指定地域標識の設
置、ＰＴＡによる安全パトロール、
交通安全指導、タッチアンドスマイ
ル運動なども高く評価されました。
今後も、地域ぐるみで児童の安全
を守る取り組みに力を尽くします。
【原稿は吉木小学校石橋教頭の提供】

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
俳
句
会(

昼
の
部)

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
俳
句
会(

夜
の
部)

木
綿
間
俳
句
会

青
嶺
俳
句
会

▲40人が熱心に聴きました

▲吉木小学校6年1組の子どもたち
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地域のみんなで戸切フェスタ

戸切小学校では、少人数の良さを生かしながら、地域や家庭に開かれ
た学校を目指す一環として、10月13日に戸切フェスタを行いました。こ
れは、児童の自己表現力を育て、地域とのふれあいをより深めるという
目的でスタートしました。
児童による劇や英会話の発表、全校児童による合奏、図工作品展示な
どのほか、地域のみなさんによる日本舞踊や手品、楽器の演奏、墨絵や
手芸の展示など、
バラエティーに富
んでいて、大変盛
り上がりました。

【写真と原稿は戸切小

学校の提供】

う
そ
寒
や
骨
董
市
の
踏
絵
板廣

橋
い
た
る

鰯
雲
は
る
け
き
も
の
に
渚
の
歩

佐
藤
　
昭
子

神
籬
の
雨
あ
と
匂
ふ
月
夜
茸大

村
　
照
子

ゲ
ー
ト
ル
と
坊
主
頭
の
写
真
集

小
田
　
和
彦

再
就
職
過
去
の
杵
柄
も
の
を
言
う

馬
場
　
哲
哉

や
っ
と
こ
さ
服
が
決
ま
っ
て
迷
う
靴

野
中
よ
う
子

ほ
の
ぼ
の
と
疲
れ
を
癒
す
子
の
寝
顔

末
松
　
　
碧

雨
上
が
り
青
空
高
く
は
れ
わ
た
り

遠
賀
河
原
に
コ
ス
モ
ス
揺
る
る

皆
田
ユ
キ
エ

山
月
の
さ
や
か
風
吹
く
晩
秋
に

風
情
流
れ
る

々
と
し
て

三
宅
　
敏
夫

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
を
知
ら
ぬ
人
多
し

十
六
万
か
ら
十
三
万
戦
死
し
た
の
に

中
原
　
政
平

特
攻
の
発
ち
た
る
知
覧
訪
ね
来
て

造
り
し
愛
機
撫
で
て
帰
り
ぬ

西
田
　
清
吾

山田峠区に新しい公民館

11月21日山田峠区新公民館の落成式を行いま
した。区には52年に公民館が建てられましたが、
平成元年に、将来の世帯増加を考え、建設資金
の積み立てを始めました。今回、老朽化によっ
て新しく建設することになり、12人の実行委員
が区民の意見を聴きながら、一丸となって取り
組みました。広く明るい、使いやすい公民館が
できましたので、大切に利用したいと思います。

【写真と原稿は、山田

峠区公民館建設実行委

員長の船越国広さんの

提供】

▲PN.睛

岡
垣
川
柳
会

一
般
の
作
品

▲今年で7回目となりました

▲新しい公民館
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平
成
17
年
７
月
に
、
任
期
満
了

に
よ
る
岡
垣
町
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
が
執
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

選
挙
人
名
簿
に
登
録
が
な
け
れ

ば
、
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。次

に
該
当
す
る
人
は
、
平
成
17

年
１
月
10
日(

月)

ま
で
に
、
農
業

委
員
会
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
平
成
17
年
１
月
１
日
現
在
、
岡

垣
町
に
住
所
を
有
し
、
20
歳
以
上

の
人(

昭
和
60
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人)

で
、
①
10
ア
ー

ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作
の
業

務
を
営
む
人
②
前
号
の
人
の
同
居

の
親
族
か
そ
の
配
偶
者
で
、
お
お

む
ね
60
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て

い
る
人

問
い
合
わ
せ

岡
垣
町
選
挙
管
理

委
員
会(

総
務
課)

へ

バ
ラ
ン
ス
強
化
や
筋
力
ア
ッ
プ

の
体
操
で
転
び
に
く
い
体
づ
く
り

を
し
ま
し
ょ
う
。

【
午
前
の
コ
ー
ス
】

１
月
20
日
･
27
日
･
２
月
２
日
･
10

日

午
前
10
時
か
ら
11
時
45
分

【
午
後
の
コ
ー
ス
】

２
月
４
日
･
８
日
･
15
日
･
22
日

午
後
２
時
か
ら
３
時
45
分

※
１
人
１
コ
ー
ス
し
か
申
し
込
め

ま
せ
ん

と
こ
ろ

い
こ
い
の
里

対
　
象

町
内
在
住
の
65
歳
か
ら

79
歳
ま
で
の
歩
行
に
不
安
の
あ
る

人
・
転
ん
だ
こ
と
の
あ
る
人
で
、

４
日
間
と
も
参
加
で
き
る
人

参
加
費
三
百
円(

傷
害
保
険
料
･
資

料
代)

定
　
員

各
コ
ー
ス
40
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

１
月

４
日(

火)

か
ら
13
日(

木)

に
健
康

福
祉
課
へ

平
成
16
年
度
岡
垣
町
緊
急
地
域

雇
用
創
出
特
別
基
金
事
業
と
し
て

道
路
景
観
整
備
事
業
を
行
い
ま

す
。

と
　
き

１
月
末
か
ら
２
月
末(

15

日
間)

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

募
集
会
員
数

若
干
名

内
　
容

道
路
・
側
溝
清
掃(

浚
渫

作
業)

【
説
明
会
】

と
　
き

平
成
17
年
１
月
19
日

(

水)

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
間

程
度

と
こ
ろ

い
こ
い
の
里

※
出
席
し
な
い
人
は
採
用
さ
れ
ま

せ
ん(

代
理
出
席
不
可)

○
原
則
60
歳
以
上(

就
業
内
容
で

55
歳
以
上
可)

○
事
業
終
了
後
も
継
続
可

問
い
合
わ
せ

岡
垣
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
へ

糠
塚
区
で
予
定
の
発
掘
調
査
の

作
業
員
を
60
人
程
度
募
集
し
ま

す
。

勤
務
時
間

午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時

対
　
象

65
歳
以
下(

経
験
の
有

無
は
問
い
ま
せ
ん)

※
１
月
中
旬
に
説
明
会
を
実
施
し

ま
す(

採
用
通
知
で
お
知
ら
せ

し
ま
す)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

平
成

17
年
１
月
14
日(

金)

ま
で
に
履
歴

書
を
社
会
教
育
課
へ

募

集

講

座

岡垣町公式ホームページアドレス　http://www.town.okagaki.fukuoka.jp

役　　場
教育委員会

1282―1211
ひとにいい

む　　 つ　き

睦月睦月ののももよよおおしし・・おおししららせせ

お
し
ら
せ

岡
垣
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
登
録
申
請
に
つ
い
て

こ
ろ
ば
な
い
た
め
の
体
操
教
室

岡
垣
町

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

発
掘
調
査
作
業
員

すぎな園の園児を募集します  すぎな園の園児を募集します  
　心身障害児通園療育施設「すぎな園」(芦屋町)では、言語や運動発達面で遅れや心配のある子どもの 
通園や訓練、相談を行っています。 

必要書類  
①利用申請書②生活現況調査票③通園に関する意見書(通院中は必要。かかりつけの病院で、現在の身体的状況や通園時の 

医療的諸注意を記入)④居宅受給者証(支援費制度に基づく)※③は通園希望者だけ、④は通園と訓練希望者だけ必要です 

※用紙は健康福祉課にあります　　　　　　　　　　　　　　　申し込み・問い合わせ　１月20日(木)までに健康福祉課へ 

通　園 訓　練 相　談 

対　象 

内　容 

と　き 

料　金 

遠賀郡内在住で、通園になじむ就学前の 
心身障害児 

遠賀郡内在住の18歳未満の心身障害児か言語などに心配のある人 
※保護者同伴 

言語・機能訓練士、 臨床心理士による訓練 

支援費制度に基づく利用者負担額 

午後1時30分～4時30分　○言語＝月に 
1回、○機能(理学・作業)＝各々月1回○心理 
＝週１回※曜日未定　送迎なし 

子どもの発育や発達の 
相談 

必要時 

無料 

日常生活の基本動作の指導や集団生活 
訓練など 

月曜～金曜 
午前９時～午後３時 
※送迎なし 

給食費が必要。 支援費制度に基づく 
利用者負担額 

平成
17年

度 

緊緊緊緊急急急急時時時時ああああわわわわててててずずずずああああせせせせららららずずずず111111110000番番番番
1月10日は｢110番の日｣
です。
110番は緊急回線です。
相談、要望等は
｢安心の　相談ダイヤル

♯9110｣

問い合わせ　福岡県折尾警察署1691-0110へ
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年
末
年
始
の
休
館
日

12
月
28
日(

火)

か
ら
平
成
17
年

１
月
５
日(

水)

ま
で
休
館
で
す
。

(

図
書
館
は
27
日(

月)

が
月
末
整
理

日
の
た
め
休
館)

開
館
は
１
月
６

日(

木)

午
前
９
時
か
ら
で
、
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
･
図
書
館
は
午
前

10
時
か
ら
で
す
。

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト

と
　
き

１
月
14
日(

金)

午
後
６

時
30
分
か
ら
７
時

と
こ
ろ

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

出
演
者

李
陽
雨(

フ
ォ
ー
ク
ソ

ン
グ)

曲
　
目

私
の
ふ
る
さ
と
　
ほ
か

※
入
場
無
料

サ
ン
リ
ー
ア
イ
文
化
講
座

※
文
化
講
座
は
入
会
金
二
千
二
百

五
十
円
で
す

◎
ビ
ー
ズ
ク
ラ
フ
ト

と
　
き

第
１
・
３
月
曜
日
午
前

10
時
30
分
か
ら
午
後
12
時
30
分

と
こ
ろ

２
０
１
会
議
室

受
講
料

九
千
円(

３
か
月)

維
持
費

六
百
円(

３
か
月)

教
材
費

千
円
か
ら(

１
回)

◎
学
研
教
室
ほ
っ
ぺ
ん
く
ら
ぶ(

に

こ
に
こ
コ
ー
ス)

と
　
き

第
１
か
ら
第
４
木
曜
日

午
前
10
時
か
ら
11
時

と
こ
ろ

和
室

対
　
象

２
歳
か
ら
入
園
前
の
幼

児受
講
料

四
千
円(

１
か
月)

維
持
費

三
百
五
十
円(

１
か
月)

教
材
費

二
千
八
百
八
十
円(

１

か
月)

◎
パ
ン
を
つ
く
る(

初
級)

と
　
き

第
１
金
曜
日
午
前
10
時

か
ら
午
後
３
時

と
こ
ろ

調
理
室

受
講
料

四
千
五
百
円(

３
か
月)

維
持
費

三
百
円(

３
か
月)

教
材
費

千
円(

１
回)

情報プラザ人の駅 1281 ― 2005
こども未来館 1281 ― 5501
岡垣サンリーアイ 1282 ―1515
シルバー人材センター1282 ―4688

いこいの里・社会福祉協議会1283 ― 2940
いこいの里在宅介護支援センター1283 ― 0033
岡垣在宅介護支援センター1282 ― 5167
岡垣東部在宅支援センター1282 ― 5103

中 央 公 民 館 1282 ― 0162
東 部 公 民 館 1282 ― 0035
西 部 公 民 館 1282 ― 7476
町 民 武 道 館 1282 ― 6111

愛愛
のの
心心
づづ
かか
いい

次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と

し
て
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
11
月
受
付
分
ま
で
）

▽
社
会
福
祉
協
議
会
へ

○
　
大
田
　
一
義
　
様
（
野
間
二
）

故
　
大
田
　
リ
ヘ
　
様
　
87
歳

○
　
瓜
生
孫
四
郎
　
様（
公
園
通
り
東

）

故
　
瓜
生
チ
ト
セ
　
様
　
85
歳

○
　
綱
脇
　
綾
子
　
様
（
熊
本
県
）

故
　
綱
脇
　
啓
一
　
様
　
89
歳

○
　
木
原
裕
美
子
　
様
（
東
海
老
津

）

故
　
木
原
　
敏
之
　
様
　
58
歳

○
　
中
村
シ
キ
ヱ
　
様
（
南
高
陽
）

故
　
中
村
　
正
美
　
様
　
87
歳

○
　
仲
田
　
陽
子
　
様
（
戸
切
白
谷

）

故
　
仲
田
　
茂
生
　
様
　
74
歳

○
　
永
末
作
世
子
　
様
（
野
間
一
）

故
　
永
末
　
尚
憲
　
様
　
72
歳

○
　
小
曽
我
常
美
　
様
（
高
倉
）

故
　
小
曽
我
義
雄
　
様
　
81
歳

○
　
石
塚
ス
マ
子
　
様
（
高
陽
）

故
　
石
塚
ヤ
チ
ヨ
　
様
　
95
歳

○
　
安
部
イ
ノ
子
　
様
（
新
松
原
）

故
　
安
部
　
哲
明
　
様
　
70
歳

○
　
大
庭
　
博
章
　
様
（
西
高
陽
）

故
　
大
庭
美
代
子
　
様
　
79
歳

○
　
桑
原
　
幸
治
　
様
（
公
園
通
り
中

）

故
　
桑
原
　
貞
子
　
様
　
89
歳

○
　
神
谷
　
隆
生
　
様
（
上
畑
）

故
　
神
谷
シ
ズ
エ
　
様
　
96
歳

○
　
中
村
　
　
熙
　
様
（
野
間
三
）

故
　
中
村
　
　
保
　
様
　
93
歳

○
　
石
田
　
守
幸
　
様
（
千
葉
県
）

故
　
石
田
　
耕
作
　
様
　
85
歳

○
　
宮
内
　
啓
子
　
様
（
高
陽
）

故
　
宮
内
　
一
俊
　
様
　
70
歳

▽
老
人
ク
ラ
ブ
へ

○
　
大
田
　
一
義
　
様

○
　
小
曽
我
常
美
　
様

○
　
神
谷
　
隆
生
　
様

○
　
石
田
　
守
幸
　
様

　債権回収会社のような業者名をかたる架

空請求に注意してください。 

　法務局認可特殊法人と称した不審なハガ

キが郵送され、さぎに遭う被害が起ってい

ますが、法務局では、このような特殊法人の

認可は行っておらず、法務省(法務局)認可

通達書などもありません。法務省、法務局が

債権回収を業者に依頼することもありませ

ん。 

　このような不審なハガキが届いたら…。 

①内容に身に覚えがない場合、無視すること。 

②こちらから差出人に電話すると、電話番

号を知られる恐れがあるので、連絡しない。 

③ハガキは、トラブルとなったとき証拠に

なるので保管し、同様の行為が繰り返さ

れるときは、警察に相談する。 

 

問い合わせ　福岡法務局北九州支局1561－3542へ 
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家庭生活の安定と次世代を担う子どもたちの健全な育成、資質
の向上を目的とした｢児童手当｣｢児童扶養手当｣｢特別児童扶養手
当｣を紹介します。

児
童
の
健
全
な
育
成
と
資
質
の
向
上

の
た
め
、
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
対

象
は
、
国
内
に
住
所
が
あ
っ
て
、
小
学

校
第
３
学
年
修
了
前
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
で
す
。
前
年
所
得
に
よ
っ
て

支
給
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

母
子
世
帯
な
ど
の
生
活
の
安
定
と
自

立
を
促
進
す
る
目
的
で
、
父
親
が
い
な

い
児
童
な
ど
に
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
対
象
は
、
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し

た
児
童
・
父
が
死
亡
し
た
児
童(

公
的

年
金
が
受
け
ら
れ
る
場
合
を
除
く)

・

父
が
重
度
障
害
者
で
あ
る
児
童
で
、
公

的
年
金
の
加
算
対
象
と
な
っ
て
い
な
い

児
童
な
ど
に
当
て
は
ま
る
人
で
す
。
手

当
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
、
そ
の
配
偶

者
・
同
居
扶
養
義
務
者
の
前
年
所
得
に

よ
っ
て
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。精

神
や
身
体
に
障
害
の
あ
る
20
歳
未

満
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
対
象

は
、
国
内
に
住
所
が
あ
り
、
精
神
や
身

体
に
障
害
の
あ
る
児
童
を
監
護
し
て
い

る
父
母
か
、
父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人
で
す
。

障
害
の
程
度
は
、
指
定
の
診
断
書
で

判
定
を
行
い
ま
す
。
対
象
児
童
が
児
童

福
祉
施
設(

保
育
所
、
通
園
施
設
は
除

く)

に
入
所
し
て
い
る
場
合
や
、
父
母
、

父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
、
同
居
の
扶
養
義
務
者
の
前

年
所
得
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

児
童
手
当
の
場
合
、
６
月
１
日
現
在

の
現
況
届
が
必
要
で
す
。
こ
の
届
け
出

が
な
い
と
、
６
月
以
降
の
手
当
が
受
給

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
児
童
扶
養
手
当

は
８
月
１
日
現
在
の
現
況
届
、
特
別
児

童
扶
養
手
当
は
８
月
１
日
現
在
の
所
得

状
況
届
が
そ
れ
ぞ
れ
必
要
で
、
こ
の
届

け
出
が
な
い
と
、
８
月
以
降
の
手
当
の

受
給
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

東
部
・
中
部
保
育
所
の
入
所
募
集
を

し
ま
す
。
平
成
17
年
１
月
４
日(

火)

か

ら
２
月
４
日(

金)

ま
で
に
こ
ど
も
未
来

課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
込
用

紙
な
ど
は
こ
ど
も
未
来
課
、
各
保
育
所

に
あ
り
ま
す
。

現
在
、
来
年
４
月
の
幼
稚
園
入
園
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
入
園
受
付
は
、

各
幼
稚
園
で
行
っ
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
各
幼
稚

園
へ

問
い
合
わ
せ

こ
ど
も
未
来
課
へ

児
童
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

保
育
所
へ
来
年
４
月
か
ら
入
所
し
た
い
と
き

幼
稚
園
に
入
園
し
た
い
と
き

各
手
当
を
受
給
中
の
人
の
手
続
き

児
童
扶
養
手
当

東部保育所 

定　員 100人 

3か月児～5歳児 

午前7時～午後8時 

60人 

7か月児～5歳児 

午前7時～午後7時 

対　象 

開所時間 

中部保育所 

えびつ幼稚園 岡垣第一幼稚園 岡垣中央幼稚園 

定　員 280人 440人 

満３歳児～５歳児 

午前８時～午後５時 

282-1135 282-0235 282-0247

午前８時～午後６時 

200人 

対　象 

開園時間 

電話番号 
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一人分の栄養価

岡垣町食生活改善推進会
（ヘルスメイトの会）

血
圧
は
大
丈
夫
で
す
か

血
圧
は
変
動
し
ま
す
。
季
節
や
そ
の

と
き
の
体
調
や
食
事
、
運
動
、
喫
煙
、

ス
ト
レ
ス
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
で

血
圧
は
上
下
し
ま
す
。
一
般
的
に
夏
は

低
め
で
、
冬
は
高
く
、
日
中
活
動
し
て

い
る
と
き
は
高
く
、
夜
寝
て
い
る
と
き

は
低
く
な
り
ま
す
。

自
分
の「
血
圧
の
普
段
の
値
」は
ど
の

く
ら
い
か
、
ど
ん
な
と
き
に
血
圧
が
変

わ
る
の
か
、
高
血
圧
の
基
準
で
は
ど
こ

に
分
類
さ
れ
る
か
、
い
ろ
ん
な
場
面
で

血
圧
を
測
っ
て
、
自
分
の
血
圧
を
知
る

こ
と
が
血
圧
管
理
の
基
本
で
す
。

①
減
塩
を
心
が
け

食
塩
の
摂
取
量
が
増
え
る
と
、
高
血

圧
に
な
る
比
率
が
高
く
な
る
と
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
食
塩
摂
取
に
よ
る
血
圧

上
昇
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
が
、
高

血
圧
予
防
の
た
め
に
は
、
１
日
10

未

満
、
高
血
圧
と
い
わ
れ
た
人
は
７

未

グ
ラ

ム グ
ラ

ム

満
を
目
標
と
し
て
減
塩
を
実
行
し
ま
し

ょ
う
。

う
す
味
の
調
理
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

味
も
み
な
い
で
醤
油
を
か
け
る
、
漬
物

に
も
必
ず
醤
油
を
か
け
る
、
う
ど
ん
や

ラ
ー
メ
ン
の
汁
を
一
適
も
残
さ
な
い
な

ど
の
食
べ
方
を
見
直
し
ま
す
。
食
べ
物

を
人
ま
か
せ
に
し
な
い
で
、
調
理
と
食

べ
方
の
面
か
ら
減
塩
対
策
を
行
い
ま
す
。

②
温
度
差
対
策

暖
か
い
服
装
を
す
る
、
部
屋
間
の
温

度
差
を
な
く
す
な
ど
防
寒
を
心
が
け
ま

す
。
特
に
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
浴
室

や
ト
イ
レ
の
温
度
差
に
注
意
が
必
要
で

す
。
入
浴
時
は
脱
衣
所
に
暖
房
、
浴
室

は
湯
気
を
た
て
床
に
お
湯
を
流
し
温
め

る
。
熱
す
ぎ
る
お
湯
は
血
圧
を
上
昇
さ

せ
る
の
で
、
室
温
20
度
以
上
、
湯
温
40

度
以
下
を
心
が
け
ま
す
。

③
運
動
す
る
と
き
の
注
意

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
適
度
な
運
動

は
血
圧
を
下
げ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

冬
の
運
動
は
、
冷
え
た
筋
肉
を
急
に
動

か
さ
な
い
た
め
に
準
備
運
動
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
冷
え
込
む
早
朝
な
ど
、
気
温

が
不
安
定
な
時
間
帯
、
空
腹
時
の
運
動

は
さ
け
ま
す
。
運
動
中
の
体
温
変
化
や

発
汗
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
着
脱
し
や

す
い
服
装
で
保
温
対
策
を
十
分
に
。
高

血
圧
の
人
は
、
か
か
り
つ
け
医
に
運
動

の
内
容
や
運
動
量
に
つ
い
て
指
示
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
安
全
に
行
う
た
め
の
心

が
け
で
す
。

④
ア
ル
コ
ー
ル
は
控
え
め
に

ア
ル
コ
ー
ル
は
多
量
に
取
る
と
血
圧

を
上
昇
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
飲
酒
に
と

も
な
っ
て
、
血
圧
降
下
作
用
の
あ
る
カ

リ
ウ
ム
を
多
く
含
む
野
菜
や
果
物
の
摂

取
が
減
少
し
ま
す
。
塩
分
の
と
り
す
ぎ

も
お
き
ま
す
。

年
末
年
始
は
飲
酒
機
会
が
増
え
、
規

則
正
し
い
生
活
が
保
ち
に
く
く
な
る
の

で
、
日
ご
ろ
よ
り
も
適
正
飲
酒
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

健
康
福
祉
課
保
健
師
　
野
口
洋
子

血
圧
と
は
、
心
臓
か
ら
押
し
出
さ
れ
た
血
液
が
血
管
の
壁
に
与
え
る
圧
力

の
こ
と
。
血
圧
が
異
常
に
高
く
な
り
、
血
管
壁
に
強
い
圧
力
を
加
え
て
い
る

状
態
を
高
血
圧
と
い
い
ま
す
。
高
血
圧
は
脳
卒
中
や
心
臓
病
、
腎
臓
病
な
ど

の
病
気
に
つ
な
が
り
ま
す
。
冬
は
血
圧
が
高
く
な
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

血
圧
の
基
準
値
を
知
る

高
血
圧
予
防
の
決
め
手

第150回ヘルシークッキング

～男性料理教室～
①ホタテと春菊のワンタンスープ
②パーティ向きオードブル(カナッペ)

≪①の材料4人分≫
○具＝春菊50ｇ・ホタテ貝柱80ｇ・
白ネギ大1・ショウガの絞り汁小2分
の1・酒小1・塩、コショウ各少量○
ワンタンの皮12枚○水800cc○Ａ＝
中国風顆粒ブイヨン小2・しょうゆ
少々・コショウ少量

≪①の作り方≫
①　春菊は沸とうした湯でさっとゆで
て水にとり、水気を絞って細かく刻
む。ホタテは粗みじん、白ネギはみ
じん切りにする

②　具の材料を混ぜ合わせて12等分
(一人3個ずつ)にし、ワンタンの皮
の端に水をつけて包む

③　鍋に水を煮立ててワンタンを入
れ、浮いてきたら約２分煮る。Ａで
調味する

≪②の材料14人分≫
○サンドイッチ用パン14枚○オイル
サーディン缶1缶○プチトマト3個○
卵3個○ハム2枚○サラミ薄切り14枚
○キュウリ2分の1本○パセリ・パプ
リカ各少量○マーガリン大3○からし
大1○マヨネーズ少々

≪②の作り方≫
①　パンは1枚を4等分して、からし
バターを塗っておく

②　オイルサーディンは半身にしてキ
ュウリの輪切りの上にのせ、その上
にマヨネーズ少々とパセリを飾る

③　卵はゆでて輪切りにして、その上
にマヨネーズ少々とパプリカをふり
パセリを飾る

④　ハムは1枚を8等分に切る。薄く
輪切りにしたキュウリとプチトマト
をのせ、マヨネーズ少々をのせ、パ
セリを飾る

⑤　薄切りにしたサラミをのせ、マヨ
ネーズ少々とパセリを飾る

献立①
エネルギー65kcal 脂肪0.3g タンパ
ク質4.9g 塩0.8g カルシウム20mg

献立②
エネルギー208kcal 脂肪15.6g タンパ
ク質9.1g 塩0.6g カルシウム102mg

■成人の高血圧の分類（日本高血圧学会） 

（mmHg） 

（mmHg） 

180

160

140
130
120

80 85 90 100 110

収
縮
期
血
圧（
最
大
血
圧
） 

拡張期血圧（最小血圧） 

重症高血圧 

中等症高血圧 

軽症高血圧 

正常高値血圧 
正常血圧 

至適血圧 



1 
（土） 

2 
（日） 

3 
（月） 

4 
（火） 

5 
（水） 

6 
（木） 

7 
（金） 

8 
（土） 

9 
（日） 

10 
（月） 

11 
（火） 

12 
（水） 

13 
（木） 

14 
（金） 

15 
（土） 

駅前ぎゃらりー 

1月上旬  

……『児童生徒の人権作品展』  

1月下旬  

……『年賀状展』 

祝
・
元
旦 

《
ご
み
の
収
集
は
休
み
で
す
。
13
日
に
収
集
し
ま
す
。》 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
・
初
打
ち（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
10:

00
〜
12:

00
 

健
康
相
談(

東
部
公
民
館)

10:

00
〜
11:

30
 

柔
道
連
盟
・
町
内
紅
白
戦（
町
内
武
道
館
）
16:

00
〜
20:

00《
3
日
の
ご
み
収
集
を
し
ま
す
》 

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
李
陽
雨(

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ)

」(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

18:

30
〜
19:

00
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
笠
西
会(

笠
ひ
と
み)

」(

い
こ
い
の
里)

12:

30
〜
13:

30
 

２
歳
児
相
談(

い
こ
い
の
里)

初
回
＝
13:

10
〜
13:

30
受
付 

2
回
目
以
降
＝
13:

00
〜
13:

15
受
付 

子
育
て
相
談(
こ
ど
も
未
来
館)

9:

30
〜
11:

30 

自
由
広
場(

こ
ど
も
未
来
館)

9:

30
〜
11:

30 

〜
８
日
剣
道
連
盟
・
寒
稽
古（
町
民
武
道
館
）
6:

30
〜
8:

30
 

４
か
月
児
健
診(

い
こ
い
の
里)
13:
00
〜
13:

15
受
付 

７
か
月
児
健
診(

い
こ
い
の
里)

13:
15
〜
13:

30
受
付 

弓
道
連
盟
・
新
年
初
射
会（
町
民
弓
道
場
）
13:
00
〜
16:

00
 

祝
・
成
人
の
日 

成
人
式（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）受
付
10:

30
〜
式
典
11:

00
〜 

お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
初
舞
」(

い
こ
い
の
里)
12:
30
〜
13:

30 

お
も
ち
ゃ
図
書
館(

い
こ
い
の
里)

13:

00
〜
16:

00
 

遠
賀
郡
消
防
合
同
出
初
式（
遠
賀
総
合
運
動
公
園
）
9:

30 

お
も
ち
ゃ
病
院(

こ
ど
も
未
来
館)

10:

00
〜
16:

00 

お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30   

剣
道
連
盟
・
学
年
別
大
会
・
親
子
大
会（
町
民
武
道
館
）
8:

30
〜
12:

30 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
・
岡
垣
オ
ー
プ
ン
大
会（
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
）
9:

00
〜
18:

00 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
翼
流(

翼
し
げ
る)

」(

い
こ
い
の
里) 

12:

30
〜
13:

30
 

公共施設などの休み 

12/29～1/3 
役場、中央・ 
東部・西部公民館、 
情報プラザ人の駅、 
こども未来館、 
いこいの里、 
福祉バス 

12/28～１/５ 
岡垣サンリーアイ 

20

１
月
分
し
尿
収
集
日
程
表
 

人
頭
制（
普
通
式
・
無
臭
式
）　
従
量
制（
量
に
よ
る
汲
取
り
式
） 

大
　
型
　
車
 

小
　
型
　
車
 

1234567891011121314151617181921222324252628 272930

サンリーアイイベント　　スポーツ大会　　いこいの里ふれあいイベントなど 1月の行事予定 

吉
木
、高
塚
、元
松
原
、西
黒
山
 

戸
切
、戸
切
百
合
野
、戸
切
白
谷
、上
海
老
津
 

戸
切
、戸
切
百
合
野
・
月
２
回
汲
取
り
Ａ
 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ
 

吉
木
Ａ（
矢
口
方
面
） 

波
津
 

湯
川
、原
、新
松
原
、三
吉
、元
松
原
 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、月
２
回
汲
取
り（
人
頭
制
） 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ
 

吉
木
Ｂ（
古
小
路
方
面
） 

吉
木
Ｃ（
正
矢
口
方
面
）、塚
原
 

塚
原
 

三
吉
、吉
木
 

三
吉
 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ
 

内
浦
、手
野
、西
黒
山
、東
黒
山
 

手
野
、新
松
原
、東
山
田
、海
老
津
、上
畑
 

高
陽
、東
高
陽
、戸
切
、戸
切
百
合
野
、戸
切
白
谷
、海
老
津
 

内
浦
、高
倉
、海
老
津
、野
間
 

波
津
 

三
吉
団
地
、三
吉
 

三
吉
団
地
、手
野
、新
松
原
 

手
野
、内
浦
、原
 

上
高
倉
、高
塚
、糠
塚
 

高
倉
、吉
木
 

三
吉
、吉
木
 

野
間
三（
高
倉
団
地
、西
鉄
団
地
）、山
田
、山
田
峠
、東
松
原
、 

百
合
ケ
丘
、鍋
田
、高
陽
、東
海
老
津
、海
老
津
、新
海
老
津
、 

西
高
陽
、東
高
陽
 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ
、月
２
回
汲
取
り（
人
頭
制
） 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ
 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ
 

東
黒
山
、西
黒
山
、糠
塚
、海
老
津
 

糠
塚
、吉
木
、高
倉
 

吉
木（
倉
丸
方
面
）、高
倉
 

吉
木（
倉
丸
方
面
）、上
高
倉
、緑
ヶ
丘
、海
老
津
、上
畑
、 

野
間
一
、野
間
四
、西
山
田
 

吉
木（
倉
丸
方
面
）、高
塚
、塚
原
 

高
倉
、上
高
倉
、新
海
老
津
、野
間
二
、野
間
三
、野
間
四
、 

桜
台
、山
田
、西
山
田
、東
山
田
、南
山
田
、茅
原
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16 
（日） 

17 
（月） 

18 
（火） 

19 
（水） 

20 
（木） 

21 
（金） 

22 
（土） 

23 
（日） 

24 
（月） 

31 
（月） 

25 
（火） 

26 
（水） 

27 
（木） 

28 
（金） 

29 
（土） 

30 
（日） 

1月の行事予定 町イベントなど　　健診・相談など 

「
中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
」応
募
作
品
か
ら 

納
め
た
税
　
明
る
い
未
来
へ
　
１
歩
ず
つ
　
　
中
里
　
紗
記 

1月の納期 大型家庭ごみ収集日程 

し尿収集日程表（月2回汲取り） 

各種相談 

休日・夜間の当番医は 

○国民年金保険料……1月分 
○保育料………………1月分 
○町営住宅家賃………1月分 
○町県民税……………4期分 
○国民健康保険税……8期分 

遠賀郡消防署　1293－1231へ 

○教育電話相談(教育委員会内) 

　1282－4884《毎週月・水・金曜日》 

○心配ごと相談　13:30～16:00 

　14日(金)西部公民館 

　21日(金)東部公民館  

　28日(金)いこいの里 

○法律相談　13:30～16:30 

　14日(金)いこいの里 

　※要電話予約1283－2940 

○行政相談　13:30～16:00 

　14日(金)いこいの里 

　28日(金)いこいの里 

その時、診察してもらえる当番医を 
教えてくれます （　 　　　　　　　） 

土日祝日を除く収集日の2日前までに環境共生課へ電話で申し込んでください 

母
子
健
康
手
帳
交
付(

こ
ど
も
未
来
課)

9:

00
〜
9:

20
受
付 

１
歳
６
か
月
児
健
診(
い
こ
い
の
里)

13:

00
〜
13:

20
受
付 

に
こ
に
こ
育
児
サ
ー
ク
ル「
節
分
直
前
お
に
退
治
！
」(

こ
ど
も
未
来
館)

10:

00
〜
11:

30
 

母
子
健
康
手
帳
交
付(

こ
ど
も
未
来
課)

9:

00
〜
9:

20
受
付 

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
ユ
ヌ
ー
ル
・
ド
・
シ
ャ
ン
ソ
ン(

シ
ャ
ン
ソ
ン)

」(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ) 

18:

30
〜
19:

00
 

お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30 

弓
道
連
盟
・
新
年
東
西
百
射
会（
町
民
弓
道
場
）
9:

00
〜
16:

00  

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
宗
家
西
川
流(

西
川
昌
蔵)

」(

い
こ
い
の
里)

12:

30
〜
13:

30
 

お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:
30 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
・
カ
ラ
オ
ケ(

笹
の
会)

」(

い
こ
い
の
里)

12:

30
〜
13:

30  

お
も
ち
ゃ
図
書
館(

い
こ
い
の
里)

13:

00
〜
16:
00
 

家
庭
教
育
講
演
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
13:

20
〜 

国
際
料
理
教
室「
ベ
ト
ナ
ム
料
理
」（
い
こ
い
の
里
）
10:

00  

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
連
盟
・
篠
栗
散
策（
篠
栗
町
）
8:

30
〜
16:

00   

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
日
本
舞
踊
藤
扇
流(

藤
扇
豊
丞)

」(

い
こ
い
の
里)

12:

30
〜
13:

30
 

お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30 

遠
賀
郡
各
町
対
抗
駅
伝
大
会（
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
広
場
）
8:

20
〜
14:

00  

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ(

日
恵
歌
謡
倶
楽
部)

」(

い
こ
い
の
里)

12:

30
〜
13:

30  
 

少
年
軟
式
野
球
連
盟
・
第
26
回
少
年
少
女
駅
伝
大
会（
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
広
場
）
7:

00
〜
13:

00 

第
12
回
い
ち
ご
畑
の
大
音
楽
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:
00 

お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30  

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
藤
丘
新
舞
踊(

藤
丘
竜
聖)

」(

い
こ
い
の
里)

12:

30
〜
13:

30
 

母
子
健
康
手
帳
交
付(

こ
ど
も
未
来
課)

9:

00
〜
9:

20
受
付 

に
こ
に
こ
ク
ッ
キ
ン
グ「
予
約
制
」(

中
央
公
民
館)

10:

00
〜
12:

30 
 

第
1

第
4

第
2

第
3

水 

木 

水 

木 

水 

木 

東高陽、鍋田、南高陽、 
西高陽、高陽、東松原、 
百合ヶ丘、東海老津 

三吉、三吉団地、吉木、高塚、 
塚原、西黒山、東黒山、糖塚、 
山田 

湯川、波津、原、内浦、手野、 
新松原、元松原、海老津、 
上畑、新海老津 

戸切、戸切白谷、戸切百合野、 
上海老津、龍王団地、山田峠 

野間（一、二、三、四）、高倉、 
上高倉、西山田、茅原、 
南山田、東山田、緑ヶ丘 

旭東、旭中、旭西、旭南、 
高尾、松ヶ台、公園通り 

○有料シールを貼付してください 

○大型ごみは自宅まで取りに行きます 

○出せるごみは「ごみの分け方、出し 

　方」を見てください 

波津、吉木、高塚、戸切百合野 

上畑、海老津 

吉木、野間、戸切白谷、戸切、海老津、戸切百合野 

東黒山、塚原、吉木、三吉、手野、 
三吉団地、原、波津、内浦 

糠塚、東黒山、山田、山田峠、戸切、西山田、 
新海老津、高倉、上高倉、吉木、高塚、塚原 

波津、原、吉木、東黒山、三吉、内浦、手野、戸切、 
西黒山、高倉、上高倉、新松原、元松原 

人頭制月２回小型 
汲取り収集地区 

従量制月２回大型 
汲取り収集地区 

A（1回目） 

B（2回目） 

A（1回目） 

B（2回目） 

C（3回目） 

従量制月２回小型 
汲取り収集地区 
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16,689人(＋34)

15,050人(＋28)

（11月末）

町内の交通事故状況（人身） 

救急・火災医療　11月分 

事故件数（件） 

死亡者数（人） 

重傷者数（人） 

軽傷者数（人） 

遠賀郡消防本部 
10180-999-998

79
82

0
0

31,739人(＋62)

11,539世帯(＋41） 

21 

0 

4 

22

179 

0 

11 

215

17 

1 

2 

19

147 

2 

9 

185

10月 

10月 

内137人は外国人 

内50世帯は外国人世帯 
（　　）は前月との比較 

女性…… 
男性…… 
 

出生…17人 
転入…142人 

まちの広さ……………48.51km2

死亡…30人 
転出…67人 

今年で24歳。成人式以来、人生の節目が訪れました。独身

生活とさよならしました。そう、結婚したのです。夫婦仲良く

過ごしていけたらいいなと思っています。

結婚するとものの見方や考え方に変化がありそうな気がしま

す。今まで気付かなかったことや新たな発見もあるでしょう。

楽しみでもあり、不安でもあります。これから、さまざまな経

験を積み、深みのある人間になっていきたいと思っています。

広報業務を行うときにも、今までと違った切り口や視点で文

章が書けるかもしれません。写真の撮り方さえ変わりそうな予

感がします。よきにしろ悪きにしろ、何かが私の中で変わるこ

とは間違いなさそうです。 (竹森)

今月の表紙は、キッズハウス(こども未来館)での写真です。

クリスマスの飾り付けをしたことを聞き、にこにこ育児サーク

ルの日に取材に行きました。

１階の大きなツリーと親子の写真を撮ろうとしましたが、子

どもがツリーに興味を示してくれません。イメージしていた写

真を撮るのは難しいかなと思ったとき、一人の子どもが、ツリ

ーに付いた小さなサンタを取っては落とし、取っては落とし。

三度目に手を伸ばしたところをやっと撮ることができました。

子どもは予測のつかない動きをして、その表情は刻々と変わ

っていきます。だからこそ撮り甲斐もあり、たくさん撮りたく

なります。短時間でしたが、楽しい取材となりました。 (村上)

ホ
ッ
ト
な
話
題 

お
待
ち
し
て
ま
す
。 

１
９
４
１(
昭
和
16)

年
12
月
８
日
に
、

太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
た
。

こ
の
日
、
日
本
軍
が
真
珠
湾
を
攻
撃

し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、

上
海
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

グ
ァ
ム
島
な
ど
も
攻
撃
し
た
。

翌
年
の
２
月
に
入
る
と
、
イ
ギ
リ
ス

支
配
下
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
占
領
し
た
。

３
月
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
支
配
下
の
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
を
占
領
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
軍
が
東
南
ア
ジ

ア
を
攻
撃
す
る
の
は
、
石
油
や
ゴ
ム
、

ス
ズ
な
ど
を
確
保
し
、
ア
メ
リ
カ
に
対

抗
す
る
狙
い
も
あ
っ
た
。

当
時
の
吉
木
小
学
校
は
、
１
９
４
１

年
の
４
月
か
ら
、
そ
れ
ま
で
の
吉
木
尋

常
小
学
校
か
ら
、
吉
木
国
民
学
校
と
名

称
の
変
更
が
行
わ
れ
て
い
た
。
尋
常
小

学
校
時
代
か
ら
、
高
等
科(

２
年
制)

も
併

設
さ
れ
て
い
て
、
村
内
全
域
か
ら
通
学

し
た
。
こ
れ
は
、
１
９
４
６(

昭
和
21)

年

ま
で
続
い
た
。

吉
木
国
民
学
校
は
、
初
等
科
６
学
級
、

高
等
科
８
学
級
で
編
成
さ
れ
て
い
た
。

１
９
４
２(

昭
和
17)

年
３
月
の
卒
業
生

は
、
初
等
科
52
人
、
高
等
科
百
五
十
四

人
だ
っ
た
。

教
科
は
国
民
科(

修
身
、
国
語
、
国
史
、

地
理)

、
理
数
科(

算
数
、
理
科)

、
体
錬
科

(
体
操
、
武
道)

、
芸
能
科(

音
楽
、
習
字
、

図
画
、
工
作
、
裁
縫)

、
実
業
科(

高
等
科

だ
け
で
農
業
、
工
業
、
商
業
、
水
産)

と

な
っ
て
い
た
。

吉
木
在
住
の
早
川
英
明
さ
ん
が
３
年

生
の
と
き
、
戦
争
が
始
ま
っ
た
。
国
民

学
校
時
代
の
思
い
出
を
早
川
さ
ん
は
、

「
朝
、
登
校
す
る
と
き
は
、
正
門
か
ら
入

り
、
運
動
場
の
東
側
に
あ
る
奉
安
殿(
天

皇
・
皇
后
の
写
真
や「
教
育
勅
語
」を
保

管)

ま
で
行
き
、
そ
の
前
で
最
敬
礼
を
し

て
、
教
室
に
入
り
ま
し
た
。

５
年
生
の
こ
ろ
か
ら
、
戦
争
が
激
し

く
な
り
、
学
校
で
、
防
空
訓
練(

避
難
訓

練
や
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
な
ど)

が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

体
操
の
時
間
、
木
刀
の
素
振
り
や
剣

道
着
を
付
け
て
の
練
習
を
し
ま
し
た
。

上
高
倉
の
山
に
学
級
全
員
で
行
っ
て
、

コ
ウ
ゾ
ウ
の
木
を
採
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
紙
が
不
足
し
て
い
た
の
で
、

コ
ウ
ゾ
ウ
の
木
の
皮
で
、
紙
を
作
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

海
軍
記
念
日(

５
月
27
日)

に
は
、
吉
木

浜
で
、
運
動
会
が
あ
り
ま
し
た
。
が
め

ぎ
餅
を
持
っ
て
行
き
ま
し
た
。

全
校
一
斉
の「
日
の
丸
弁
当
の
日
」が

あ
り
、
講
堂
で
全
員
で
食
べ
ま
し
た
。

学
校
で
の
遊
び
は
、
け
り
馬
、
の
り

馬
、「
肉
弾
」な
ど
し
ま
し
た
。
昼
休
み
の

時
間
、
か
ら
草
の
葉
を
石
で
た
た
き
、

そ
の
汁
を
乳
垂
川
に
流
し
て
、
弱
っ
た

魚
を
採
る
遊
び
も
し
ま
し
た
。

元
旦
や
紀
元
節(

２
月
11
日)

、
天
長
節

(

天
皇
誕
生
日
、
４
月
29
日)

な
ど
の
祝
日

は
登
校
し
、
講
堂
で
式
典
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
校
長
先
生
が「
教
育
勅
語
」を
読

ま
れ
ま
し
た
。
４
年
生
の
と
き
に
、
教

育
勅
語
を
読
む
練
習
を
さ
せ
ら
れ
、
全

部
覚
え
ま
し
た
。

１
９
４
４(

昭
和
19)

年
に
な
る
と
、
戦

局
が
厳
し
く
な
り
、
本
土
に
も
、
米
軍

機
が
来
襲
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

夜
、
警
戒
警
報
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
る
と
、

電
灯
の
回
り
に
黒
い
布
を
被か
ぶ

せ
て
、
灯

が
漏も

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。
空
襲

警
報
が
発
令
さ
れ
る
と
、
防
空
頭ず

巾き
ん

を

被
っ
て
、
近
く
の
防
空
壕
に
避
難
し
た

こ
と
も
し
ば
し
ば
で
し
た
」

と
語
っ
て
い
る
。

入
江
　
東
樹
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岡
垣
の
教
育(

太
平
洋
戦
争
期)
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吉
木
国
民
学
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『
広
報
お
か
が
き
』は
再
生
紙
１
０
０
％
の
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

シンガポールの英軍無条件降伏を受諾（1942年2月15日）
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